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中間圏界面付近における不安定現象に伴う鉛直風の観測

Observations of vertical winds associated with instabilities around the mesopause
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2004年 1月に、大気光波状構造形成過程の解明を目的として、WAVE2004キャンペーンが実施された。このキャンペー
ンの一環として、観測ロケット S-310-33号機は 1月 18日 0:30JSTに内之浦宇宙空間観測所より打ち上げられ、酸素原
子密度・電子密度・大気光発光強度・中性風の観測を行った。このロケット実験で実施されたフォイル・チャフ（以下、
チャフ）による中性風観測の結果、高度 89km以上では 100m/sを超える北向きの風が、高度 89km以下では東向きの風
が卓越しており、高度 95kmおよび 89km付近で水平風の強い鉛直シアーが観測された。
チャフの運動方程式を用いて落下速度から大気密度・温度プロファイルを導出したところ、シアーの上下にあたる高

度 88kmおよび 91.5km付近で温度勾配が断熱減率を超え、温度の算出に用いた静水圧平衡の仮定と矛盾していることが
わかった。この原因は、チャフの落下速度の変動分に、実際の大気密度の構造による変動に加えて、大気波動や乱流に
よって生じる鉛直風成分が含まれているためと考えられる。
同時に行われていた山川での Naライダー観測の結果を用いて、この時間帯に卓越していた大気重力波による鉛直風を

定量的に見積もったところ、10cm/s以下と非常に小さいことから、チャフの落下速度に含まれる鉛直風は、大気重力波
以外の要因によるものと推察される。その他の要因として不安定現象に伴う乱流が挙げられる。そこで本発表では、力
学的な安定性を示すリチャードソン数を導出し、大気光イメージャで観測されたリップル構造と併せて不安定現象の存
在について議論する。


